
 

 地球温暖化防止に向けて、住宅の断熱性能の向上と

ともに高効率設備の導入が求められる中、ヒートポン

プ暖房は省エネルギーな機器として期待されていま

す。しかし、住宅の暖房負荷に対する機器能力の選定

や、設定温度等の使用状況などにより効率は変化しま

すので、高い効率の運転で快適性も得られるように、

住宅の性能等に応じた適切なヒートポンプシステム

を設計する必要があります。 

本研究は、寒冷地において、住宅の性能に応じた適

切なヒートポンプシステムを採用するための技術資

料を整備することを目的としています。 

本研究では、寒冷地でのエアコン（空気方式ヒート

ポンプ）暖房の温熱環境を明らかにすること、住宅全

体をエアコン暖房で快適にする方法を探ることを目

的として、実験住宅における室内環境の実測と、幾つ

かの断熱水準と暖房方式、暖房設置方法による室内温

熱環境に関するシミュレーションを行いました。ま

た、新築時だけでなく既存の温水暖房ヒートポンプシ

ステム導入の際に、最適な放熱器等を選定するために

用いる「温水ヒートポンプ導入計画のための支援ツー

ル」を開発しました。 

温水方式のヒートポンプ暖房について、新築時および改修時に、住宅の性能に応じた適切な設計を

支援するツールを開発しました。 

 エアコン暖房について、寒冷地での実測およびシミュレーションを行い、少ない台数で住宅全体を

快適に暖房できる可能性を示しました。今後、実住宅での実証実験等を行いながら、具体的な設計資

料を整備していく予定です。 
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図 2 温水ヒートポンプの設計支援ツール・計算シート例

図１ エアコン暖房温熱環境の実測（上）と CFD 解析（下）
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